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☆はじめに
戸松秀典（学習院大学法務研究所長）
　ミニシンポジウムを始めます。テーマは、「地方での弁護士活動を語る」
であります。このテーマにふさわしい5人の弁護士のご協力を得ることがで
き、青森県の弘前市、石川県の金沢市、熊本県の熊本市、および香川県の高
松市から本日この場に足を運んでいただきました。5人とも、わが学習院大
学法科大学院の第一期生であり、すでに2年から3年の弁護士活動をしてお
られます。このあとすぐに自己紹介がなされますので、私からの紹介は省か
せていただきますが、ご協力に厚く御礼申し上げます。
　さて、本日このテーマのミニシンポジウムを開催することにしたのは、ご
推察のとおり、法科大学院制度のもとで、法曹の数を増加させる制度運用が
開始されたばかりなのに、弁護士の就職問題が強く指摘されるようになって
いることと深いかかわりがあります。首都圏を中心とした大都市部での弁護
士活動を希望する者が多く、地方での弁護士活動については敬遠されがちだ
と伝えられております。その実態がどのようなものであるのかについては
しっかりとした分析が必要ですが、それはともかく、地方での弁護士活動を
知る機会を提供することは不可欠だと私は思っておりました。ご承知かもし
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れませんが、日弁連の機関誌「自由と正義」には、毎号、「あなたを必要と
している地域があります　全国の弁護士需要　地方での開業を考えてみませ
んか」という記事が掲載されております。そこからも地方の事情を知ること
ができますが、法科大学院を修了してこれから弁護士として活動しようと志
している者にとっては、もっと生の情報を得たいのではないかと思われます。
そこで、私は、このミニシンポジウムを企画いたしました。
　さいわい壇上のパネラーは、本日会場に参集している法科大学院在校生や、
ほんの2週間ほど前に第5回目の新司法試験を受験した者にとって、身近な
先輩であります。どうかパネラーたちは、後につづく後輩たちに、活動の様
子を忌潭なく語っていただき、おおいに刺激を与えていただけたら幸いです。
また、パネラーと法科大学院で同期生である弁護士、あるいは2、3期生で
首都圏において弁護士活動をしている人たちも多く参加してくれました。ひ
としきり語っていただいたあと、パネラーとこれらの多彩な会場の皆さんと
の間で質疑応答を交わし、有意義なひと時となることを願っております。
　それでは司会をお願いしている松井さんにバトンを渡すことにいたしま
す。どうかよろしくお願いいたします。
☆自己紹介
松井　司会進行ををやらせていただきます松井です。よろしくお願いいたし
　　　ます。さきほど、戸松先生にご説明いただいたとおり、本シンポジウ
　　　ムの趣旨は、地方における弁護士活動の実態等についてです。会場に
　　　は、ロー・スクール在学中の方もいらっしゃいますので、弁護士の仕
　　　事のイメージが必ずしも具体的でないかもしれません。そのうえ、地
　　　方における弁護士業務ということになると、なおのことだと思います。
　　　そこで、パネラーの皆様には、是非とも率直にご自身の活動の実態な
　　　どをお話いただければと思っておりますので、よろしくお願いします。
　　　はじめに、パネラーの方に自己紹介をお願いしたいと思います。横山
　　　先生からお願いします。
横山　青森県弁護士会所属の横山航平といいます。私は、もともと青森県弘
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　　　前市出身でして、第1回司法試験に受かって新60期で新潟で修習しま
　　　して、地元の青森県弘前市にイソ弁で入って、今3年目になりました。
北尾　金沢弁護士会所属の北尾美帆と申します。登録姓は木村で、次に自己
　　　紹介します木村の妻です。私は1期生で、2回目の新司法試験に合格
　　　しました。新61期で横浜での修習を経て、生まれ故郷の金沢で弁護
　　　士をしております。
木村　金沢弁護士会所属の木村基之です。受かったのは2回目の試験で弁護
　　　士になって今1年半ほど経ちました。もともと出身は埼玉なので、出
　　　身ではない地方で弁護士をすることについてお話しできればと思って
　　　おります。宜しくお願いします。
吉村　熊本県弁護士会の吉村将と申します。出身はもともと熊本県で、学部
　　　から学習院で勉強してロー・スクール卒業して2008年に登録しまし
　　　た。新60期です。なので今、2年半ほど熊本で弁護士活動をしてます。
　　　それぐらいにしておきます。よろしくお願いいたします。
松井　最後に、私も自己紹介をさせていただきます。私は、香川県弁護士会
　　　所属の松井創と申します。司法修習期は59期です。1年目は、東京弁
　　　護士会の公設事務所である渋谷パブリック法律事務所で勤務し、2年
　　　目からは法テラスのスタッフ弁護士として、現在の法テラス香川法律
　　　事務所で勤務しております。
☆なぜ地方で弁護士をすることになったのか
松井　パネラーの皆様は、現在、それぞれの地方で弁護士として活動されて
　　　いますが、学習院のロー・スクール出身ですので、学生時代は東京ま
　　　たはその近郊で生活をされていたことと思います。それにも関わらず、
　　　東京ではなく地方で弁護士をすることになった経緯についてお話いた
　　　だきたいと思います。横山先生からお願いします。
横山　私は旧司法試験時代から浪人して受験し続けて受からず、ロー・スクー
　　　ルのほうに来て受かった、といういわゆる転向組です。旧試験の頃か
　　　ら、首都圏で何年か修行して地元に帰って開業しようかな、くらいに
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　　　は考えていたんですが、それが修習地の新潟でですね、地元帰るん
　　　だったら早く帰ったほうがいい、もう東京は人があふれてくるから早
　　　く帰って名前広めるなり、お客さん獲得するなりしたほうがいいとい
　　　うふうに、結構何人かの先生から言われまして。そんなもんなのかな
　　　と思って地元帰ったときに、採ってくれるとこがあるということだっ
　　　たんで急遽、地元でやることになりました。もともと地元に帰る気は
　　　あり、生まれ育ったところなので別に抵抗無く地元でやっています。
北尾　私は父が弁護士をしておりまして、金沢で事務所を開いていますの
　　　で、弁護士になったならば、いずれは父の事務所に入らなければなら
　　　ないなという思いがまずありました。修習地の横浜で就職することも
　　　考えましたが、いずれ金沢に帰るなら、初めから金沢でやって人脈づ
　　　くりをした方がいいんじゃないかということを考えたのが理由の一つ
　　　です。また、取り扱っている事件の内容を比べた時、金沢の弁護士が
　　　扱っている事件っていうのは、都会の専門化している弁護士とは違っ
　　　て、すごく幅広い色んな事件があるなと感じました。そこで、幅広い
　　　事件を扱いたいという思いがあったというのが、理由の一つです。
木村　僕が金沢で弁護士をするようになった理由は、今北尾さんが言ったと
　　　おりです。北尾さんはいずれ事務所を継がなければいけない状況だっ
　　　たので、将来、金沢へ行くのであれば、はじめから一緒に金沢へ行っ
　　　た方が良いと思い、金沢へ行きました。
吉村　私の場合は選択科目が知的財産法だったので、本当は東京でバリバリ
　　　そういう知的財産法とかをやる事務所に入りたいなという希望があり
　　　ました。そこで、いくつか修習が始まる前に就職活動をして受けてた
　　　んですけども、やっぱりなかなか理系のバックグラウンドがないと難
　　　しいと断られたり、知財方面に特化した求人は多くありませんでした。
　　　就職が決まらない中、熊本で修習することになったんですけど、修習
　　　のときもずっと東京でやれたらいいのかなって思いながらもなかなか
　　　就職が決まらずにいました。決まらずにずっといたら、いつの間にか
　　　熊本で就職が決まっていました。なので、時間が決めてしまったとい
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うような感じが多いですね。結果的には今は良かったとは思ってます
けど、東京でやりたいという希望は最初はありました。
☆地方に行くなら早めに行った方がよいか
松井　ありがとうございました。ところで、横山先生や北尾先生のお話しか
　　　らは、「いずれ地方で仕事をするのであれば、早めに地方で仕事をは
　　　じめた方がいい」という趣旨のお話しがありましたが、その点につい
　　　て、もう少し具体的にお考えをお話いただければと思います。
横山　そうですね、地元に行ったら行ったらでですね、案外東京で、都会で
　　　揉まれて来たほうがいいのにって言われたりしてですね、いろんな考
　　　えがあるんだなっていうのも分かりました。確かにですね、田舎でし
　　　かやってないからなんとも言えないんですけども、地方だと基本的に
　　　弁護士の先生はほとんど全員知ってますので、相手方の代理人とかっ
　　　てものは当然知ってる人で、昨日も会ってたとかいう、そういうよう
　　　ななかでやってますので、ま、書記官も裁判官も全員知ってますし、
　　　そういう世界だけじゃなくてもう誰も知らない人と勝負するっていう
　　　か、訴訟やるとかそういうのを体験したほうが、それはそれでひとつ
　　　の経験として良かったのかなってところもあるとは思うのですが。た
　　　だ、今、東京はほんとに人が実際もう、たくさん来ちゃってっていう
　　　状況からすると、早くから田舎行って、顔広めるっていうんですか、
　　　仕事に慣れてっていうほうが良かったのかなとも思いますね。
松井　たとえば今、修習生に相談されたら、どのように回答されるのですか。
横山　いやあ、そうですね。地方か東京かっていうのもあるんですが、ある
　　　程度いい仕事が回ってきて、いいボスがいる事務所っていうのが大事
　　　だと思うんですね。東京はいい事務所もいっぱいあるでしょうけれど
　　　も、あんまりそうじゃないところも多いと思いますので。力が付かな
　　　い事務所にいるっていうのは、あまり良くないのではないかなと思い
　　　ます。その点、田舎は大きい会社とか無いですけれども、何でもやら
　　　なければいけないので。あとはボスがいいかどうかはさまざまでしょ
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　　　うけれども。いろんな仕事ができて、いろんなことができる力が付くっ
　　　ていうのはありますので、最初大変って言えば大変ですけど、その点
　　　ではいいのかなと思ってますので、地方はいいところはあるとは思い
　　　ます。すいません、答えになってないですかね。
松井　ありがとうございました。
横山　北尾先生も今のところ、何かありますか。
北尾　人脈という点では、例えば、私が登録してすぐのころ、幼馴染のお母
　　　さんという人から、知人が借金のことで困っているので、相談を受け
　　　てくれないかということで仕事が来たということもありました。それ
　　　から、学習院大学のOB会の金沢支部のメンバーに混ぜて頂きまして、
　　　主人も私も一緒にゴルフを回らせていただいたりしました。そういう
　　　ことを通じて顔を広げられたらなとも思いますし、困っている人がア
　　　クセスしやすい状況になるといいなと思います。そういう点で早く戻
　　　るっていうところでは良かったかなというふうことは実感していま
　　　す。
松井　結局、弁護士の仕事は、人の紹介から仕事につながることが多いこと
　　　も考えると、できるだけ早めに地域に定着して人脈をつくることも大
　　　切ということですね。また、早期に定着すれば、その地域ならではの
　　　特殊性や会社や人間の性質なども把握することができるようになり、
　　　事件を処理する上でも役に立つことがあるということですね。
北尾　そうですね。
☆当初抱いたイメージと同じであったか
松井　はい、ありがとうございました。つぎに、皆様が、実際に地方で活動
　　　されてみて、当初思ってたイメージと同じだったところ、違うところ
　　　というのがあればお聞かせ下さい。
吉村　じゃあ。
松井　吉村先生、お願いします。
吉村　私は、熊本の弁護士っていうのは、東京に10年ぐらいずっと往んで
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　　　勉強してたんで、もっとのんびりしているものだと思ってました。も
　　　う暇で暇で、ま、ゆっくり時間が流れてるようなイメージがあったん
　　　ですけれども、実際は地方でも相当忙しいですね。特に1、2年目は
　　　相当忙しかったです。で、まあそれは事務所にひょっとしたらよるの
　　　かもしれないんですけども、少なくとも私の周りの弁護士は、もうほ
　　　んとに大変な毎日を過ごしています。だから、そこはちょっと思って
　　　たのとは違ったところですね。もっとゆっくりしてると思いました。
松井　ほかの先生方は、いかがでしょうか。
木村　事件内容としては一般民事が中心で、想定していたとおりでした。想
　　　定外だったのは、方言が意外ときついことです。金沢で仕事をするま
　　　では、就職活動で2、3回訪れた程度だったので、方言を感じません
　　　でしたが、お年を召された方と話をすると、方言がきつくて分からな
　　　いことがありました。方言を使うと言い方が柔らかくなるので、いず
　　　れ使えるようになりたいと思っています。
松井　方言の問題って結構ありますよね。地方で仕事をしていると、方言が
　　　きつくてコミュニケーションがとりにくいことがあります。同じ県で
　　　も場所や年齢によっては方言がきつくなったりということもあります
　　　ね。香川は、それほど方言はきつくないのですが、それでも苦労する
　　　ことがあります。こうした意味でも、その地域に慣れるにはある程度
　　　の時間が必要かも知れませんね。
木村　そうですね。
松井　使う言葉が同じだけで、仲間意識をもってもらえるということもあり
　　　ますよね。
木村　はい。ただ、標準語で話していると、「先生、出身どこですか？」と
　　　聞かれることがあって、県外出身であることが分かると、利害関係が
　　　全くないと言うことで安心してもらえるということもありました。
松井　事務所に入る前にもっていたイメージと実際のギャップはありました
　　　か。
横山　そうですね、思っていたよりも忙しい、事件数も多いっていうことで
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　　　すかね。田舎だと、平和であんまり事件もないのかなっていうイメー
　　　ジあるかもしれないですが、刑事事件も多いですし、債務整理も多い
　　　ですし、相続とか離婚とかですね、そういうのも多いですし。田舎だ
　　　から離婚とか世間体が悪いからないんだろうとかいうイメージもある
　　　かもしれませんが、そんなことはありません。いっぱいあります。あ
　　　まり平和ではないです。
松井　そうですね、人口が少なくて一見平和そうに見えても、そこに人がい
　　　る限り事件はありますよね。
横山　はい。
☆実際の仕事…　　弁護団による事件の取組み
松井　北尾先生は、幅広い事件を担当するためにも地方で弁護士をやりた
　　　かったという話をされていましたね。その点は、実際に金沢で弁護士
　　　やられてみて、いかがでしょうか。
北尾　そうですね、実際金沢に帰ってみて、私の所属している事務所の特色
　　　という点が強いのかもしれませんが、非常に行政訴訟等も多く、弁護
　　　団を組んでやるような事件がかなりあります。それで私も弁護団に今
　　　4つ入っています。
　　　　東京とか都心部でやられている方は、行政訴訟っていうのはたぶん
　　　弁護士人生の中であるかどうかっていう感じだと思うんですが、私の
　　　場合は、行政訴訟に携わる経験もさせてもらっています。それからや
　　　はりその他の一般民事の点についても、それなりに家事事件もありま
　　　すし、交通事故もありますし、債務整理・破産もありますし、という
　　　ことで一般民事もやっぱり幅広いです。刑事もそれなりにありますの
　　　で、当初想定していた幅広い事件を、実際にやらせていただいていま
　　　す。
松井　差し支えない範囲で、参加されている弁護団について、具体的に教え
　　　ていただけますか。
北尾すいません、ちょっとあんまり中身突っ込まれると、私もよく説明で
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　　　きない箇所もあるかもしれませんが…（笑）。ひとつは2年前に金沢
　　　に流れている浅野川という川が洪水で大氾濫して、川沿いの住宅や店
　　　舗が水害被害を受けました。この水害被害を防げなかったのは市と県
　　　の責任だということで国賠請求をしています。もうひとつは、行政法
　　　の判例百選にも出てくると思うのですが、第5次、第6次小松基地訴
　　　訟に入っています。もう一つは、児童扶養手当と遺族年金の打ち切り
　　　がなされた原告が児童扶養手当資格喪失通知処分の取消請求という社
　　　会保障裁判です。もう一つは、労働事件です。偽装請負なんじゃない
　　　か専ら派遣なのではないかということで、地位確認請求をしている事
　　　件です。
松井　ありがとうございました。ほかの先生で弁護団活動をなさっている先
　　　生はいらっしゃいますでしょうか。
吉村　すいません、私は入っていないですけども、発言させていただきます。
　　　熊本も伝統的に国に対する集団訴訟は多いです。そして、実際にたく
　　　さんの成果が上がっています。私は時間的な制約などもあり集団訴訟
　　　に加わるということはしていませんが、熊本ではかなり盛んであると
　　　認識しています。
☆実際の仕事…　　地方の特色
松井　ありがとうございました。吉村先生は、知的財産関係の仕事をやりた
　　　かったそうですが、地方だと知的財産関係の仕事はありますか。
吉村　一切ありません。一切、ゼロです。
松井　そうですか。では、吉村先生が実際に担当されている事件は、どのよ
　　　うな事件でしょうか。
吉村　えっとですね、もう基本的に一般的な事件をやってます。離婚、相続、
　　　破産、交通事故、まあ相続にしてもたとえば、遺言書作るだけじゃな
　　　くて遺言執行者になることもありますし、破産についても破産の申し
　　　立てだけじゃなく、破産管財人もやります。ただ、破産管財人は、今
　　　の私に来るのは、少額管財といって、そんなに大きな事件ではないで
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　　　すね。免責許可の事由があるかというのを調べて、それを報告して終
　　　わるということが多いです。ただ、かなり難しいというか、ややこし
　　　い事件もあります。あとほかには、そうですね、消費者関係ですね。
　　　インターネットでたとえば出会い系関係の事件とか、そうですね、な
　　　ので一般的にいわゆる町弁と言われているような業務をしていると思
　　　います。あと、付添い人、少年付添というのがあるんですけども、そ
　　　れはあったら受けるようにはしています。自分の時間があれば非常に
　　　面白いので、やるということをしています。すいません付けたしで、
　　　さっきの著作権の話ですけど、確かに事件はないんですけど、たまに
　　　これって著作権法違反じゃないですか、と相談に来られる方もいらっ
　　　しゃいます。そういうことを言ってくる相談者の方がいらっしゃって、
　　　何も知らないとひょっとしたらそうなんじゃないかとか思っちゃうこ
　　　ともあるんですよね。でも、新司法で勉強している知識があれば、そ
　　　れは全く著作権法の問題になりませんよとか、そういうことは言える
　　　ので、まあ事件はないですけど、知ってて損はなかったなっていうの
　　　はあります。
松井　木村先生が担当されたなかで、特色のある事件はありましたか。
木村　私も一般民事が中心ですが、特色としては消費者問題が比較的多いよ
　　　うに思います。今まで、未公開株詐欺、海外商品先物取引、欠陥住宅、
　　　ネズミ講の事件を扱いました。
松井　そうですね。例えば、先物取引が絡む事件など比較的専門性が高い事
　　　件の相談がきたときに、地方では、他に紹介できる弁護士もいなくて、
　　　自分がやらざるを得ないということもありますよね。
木村　そうですね。先物は誰にお願いすればいいのか分からず、結局自分で
　　　先物に関する本を買い漁って勉強しなければならないという状況でし
　　　た。
松井　そうした経験について、木村先生はどのようにお考えなのですか。専
　　　門性が高ければ高いほど、一一度その種の事件を担当すれば、その地域
　　　では第一人者になれるという面もあるのではないですか。
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木村　そうですね。特に僕が扱ったのは、国内ではなく海外の先物だったの
　　　で、この分野であれば知識は金沢で一番になったと思います。今後、
　　　海先法は改正されるため、いましばらくの期間ではありますが。
松井　こういうことも地方の特色かも知れませんね。一度でも受任してしっ
　　　かりと事件を処理することができれば、その後は、他の弁護士さんか
　　　らも紹介されるようになって、その分野についてはますます詳しく
　　　なっていくということもありそうですね。
木村　そうですね。
☆地方での就職状況
松井　東京や大阪では、修習生の就職難が問題になっていると聞きます。こ
　　　の点については、それぞれの先生方の地方における就職の状況などを
　　　教えていただけますか。いま、就職活動をしているのは、何期の修習
　　　生になりますでしょうか。
横山　63期。
松井　修習生の弁護士事務所への就職の状況について、各地方の実情などを
　　　教えてもらえないでしょうか。
横山　就職状況。
松井　そうですね。東京や大阪と同じように就職難となっているのか、それ
　　　とも地方ではまだ余裕があるのか、そういう点ではいかがでしょうか。
横山　そうですね、青森県はですね、私が入る前は50人くらいで、ちょっ
　　　とずつ増えているくらいだったんですけど、私の同期の60期が9人一
　　　気に入って2割増えたりとかしてですね、今は80人ぐらいになってま
　　　す。で、イソ弁を採りたいっていう事務所は、ある程度は採っちゃっ
　　　たかなっていう感じがあります。ただ、事件自体はまだまだあります
　　　し、人数からいったら少ないほうだと思いますので、どうぞ来てくだ
　　　さいっていうのはなくても、気合でその事務所に居座るとかですね、
　　　そのぐらいのことをやれば、まだまだ全然就職は可能なんじゃないか
　　　と思います。
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北尾さん、いかがですか。
それは、木村君が詳しいので譲りたいと思います。
私たちの同期は4人で、1人は東京から登録換えした方です。私たち
が就職したとき、これ以上は絶対無理だと言われていましたが、62
期の方が4人入会しています。次の63期も同じくらい入会するのでは
ないかと言われています。私は修習委員会に所属している関係で、就
職や求人の話もよく聞きますが、まだ限界ではないと感じています。
いい人がいれば採用したいと考えている先生方はいますが、求人を出
すと殺到してしまうからと求人を躊躇されているようです。金沢は、
個別にお願いして回れば採用してくれるところもあると思います。
熊本ではどうでしょうか。
熊本県弁護士会は、私が入る年は160人ぐらいでした。弁護士の、登
録弁護士の数が。今年ですね、194人ぐらいになっていると思います。
で、就職の状況は、毎年3月に熊本県弁護士会が主催で就職説明会と
いうのを行うんですけれども、そこに今年はですね、3、4事務所が
募集ということで行ったんですけども、40人ぐらい修習生が来たと
いうことでした。去年までは、無理無理、絶対これ以上もう無理っ
ていってもまだギリギリ大丈夫だったという形なんですけれども、
ちょっと今年からは、ひょっとしたら熊本で就職希望して、それでも
熊本で就職できないっていう人が出てくるんじゃないかなと、僕、こ
れ、個人的な観測なんですけど。ひょっとしたらそのぐらいの、もう
飽和状態になってるのかもしれないなと思います。ただまあ、これま
ではですね、恐らくもうイソ弁は採らないと言われてた弁護士がやっ
と1人採って。次は2人目を採ってくれるかどうかっていうところだ
と思いますね。で、たぶんいい人がいればっていうのは、どこの事務
所も同じだと思うので。そうですね、ひょっとしたら2人目を採るっ
ていう事務所が増えてきたら、まだ行けるのかもしれないですけど。
個人的にはちょっと弁護士の方がかなり多くなってきているのかな
と。国選弁護人の依頼とかもですね、前に比べるとちょっとペースが
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空いてきているような印象を受けてます。
☆事務所の独立
松井　吉村先生が独立して、修習生を採用される予定はないのでしょうか。
吉村　ほんとにそういう状態です。だから3、4年目の人が独立して誰か採っ
　　　てくれるかなと。で、あんまり独立する人がいなくなってるっていう
　　　のもあります。傾向として、はい。熊本独自なのか分からないですけ
　　　れども。前は3、4年で独立して、イソ弁を採るっていうことが多かっ
　　　たと思うんですけど、57期か56期ぐらいの先生方がずっとまだ独立
　　　はされてない状態なので、そこからちょっと増えてきたっていうのは
　　　あるんですけどね。なので、そこはちょっと変化があるのかなと思い
　　　ます。
松井　それは、何故でしょうか。
吉村　何でですかね。ひょっとしたら独立するのに、ちょっと勇気がないと
　　　いうかですね、勇気がないっていうのはつまり、たとえば顧問先とか
　　　がいっぱい目処が立ってれば独立する勇気は、後押しはできると思う
　　　んですけれども。でも、まあそれはちょっと分かりません。はい。何
　　　でそうなってるのか、ちょっと分からないんですけど、独立をなかな
　　　かしない傾向にはなってると聞きます。
松井　香川県は、弁護士になって2、3年目で独立していく人が多いのかな
　　　という印象ですけど。ほかの県はいかがでしょうか。
横山　青森はですね、ちょうどそのへんの56、57、58期とか1人、2人ずつ
　　　しかいないんで、あまり、あっ、この間58期ぐらいの人が独立され
　　　ましたかね。でも、そうですね、早々と独立っていうのは確かに今あ
　　　まりないかもしれないですね。でも同期で独立した人もいますし、あ
　　　とはボスが急に亡くなられて急にボス弁になっちゃったとかですね、
　　　そういうパターンもありますけれども。確かに2、3年で独立ってい
　　　う感じではないかもしれないですね。
松井　金沢はどうでしょうか。
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木村　金沢も以前はどうか分からないですけど、59期の方が最近独立され
　　　たのと、ボスが亡くなったので60期の方が継いだという事例しかあ
　　　りません。最近、あまり独立されたという話は聞きません。
松井　東京などの都市部では独立するのは大変だと思うんですね。例えば、
　　　事務所家賃や人件費がどうしても地方と比較すると高くなりますの
　　　で。そもそも仕事の依頼が少ないということもあると思います。とこ
　　　ろが、地方にはそういう意味での障害はないと思うのですが、それで
　　　もあまり独立しないのにはどのような理由があるのでしょうか。
木村　そうですね。ま、居心地がいいのかもしれないですね。
松井　なるほど。
木村　都会より独立しやすいのは確かですが、なぜ少ないのかは分かりませ
　　　ん。
松井　パネリストの先生方は、独立の予定はおありなのでしょうか。
吉村　私からいいですか。
松井　はい、お願いします。
吉村　私は就職活動のときに、事務所の方針として独立よりはパートナーと
　　　してというようなですね、そういう趣旨で就職活動っていうか、募集
　　　している事務所に入ったので独立するというよりは、パートナーに
　　　なって経費を入れて、自分で自分の仕事をやるというようなことにな
　　　るんじゃないかなと思います。別の場所に別の事務所っていうのは、
　　　ちょっと考えてないですね。
松井　木村先生いかがでしょうか。
木村　私は、3年目くらいからだんだん事務所に入れるお金の方が多くなっ
　　　て、4、5年くらいでお世話になった分もペイして貸し借りがなくな
　　　るというイメージなので、そのときにパートナーにして欲しいと伝え
　　　るのだと思います。そして、条件が合わなければ独立すると思います。
松井　北尾先生はいかがでしょうか。
北尾　私は先ほどもちょっと申し上げましたように、父がやっている事務所
　　　に入ってますので、独立するということは想定しておりません。お前
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　　　はいらないと言われない限り今の事務所に居続けるつもりでいます。
松井　お父様が引退なされた後はどうされるのですか。
北尾　そこは、追々考えていかなきゃなと思っています。
松井　木村先生に事務所に入ってもらうということはないのですか。
木村　私は、事務所のカラーが違うので、今のところ入る予定はありません。
松井　すみません、失礼いたしました。横山先生お願いします。
横山　うちはですね、ボスの娘が20代で2人独身でいてですね、で、よく先
　　　生は婿ですかっていうふうに言われたりするんですけど、継ぐつもり
　　　は全然ありません。というのもですね、うちのボスはいい先生なんで
　　　すが、個性的で殿様みたいな人でしてね、横山くん、あれどうなった？
　　　あれ？と言って、こっちがえっ？っていうと、えっ？じゃないだろう、
　　　あれだうとか言って怒られたりとかですね、1時間かかる支部に1時
　　　間前に横山くん行ってきてって言われちゃうんですよね。ちょっとス
　　　トレスも溜まるところですので、悪い人じゃないんですけれども。そ
　　　のうち出ようかなとは思ってます。今年いっぱいは最低はいるつもり
　　　です。早くて来年か、もしくは再来年か、とは考えています。ボスに
　　　はずっといてくれればそのほうが助かるとは言われています。婿にな
　　　れとまでは言われてません。
松井　地方では、弁護士事務所を継ぐために、婿養子になるということもあ
　　　るみたいですね。
横山　あ。
松井　ありますよね？
横山　隣の事務所がそうです。
☆現在の収入
松井　先生方は、いわゆる「イソ弁」、つまり勤務弁護士をされているので
　　　すが、収入はどれくらいなのでしょうか。ちなみに、法テラスのスタッ
　　　フ弁護士をやっている私の年収は、600万円を少し超える金額です。
　　　法テラスのスタッフ弁護士は、検察官や裁判官とほぼ同一の金額です。
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横山
???
??????
???
木村
吉村
各先生の収入はどれくらいなのか、可能な範囲で教えていただければ
と思います。
えっとですね、私の勤務形態はですね、個人受任は一切なしという形
になっています。だから国選もなしですし、知り合いから依頼受けた
とかいっても、それも全部100％事務所の事件ということになってい
ます。で、それで給料が年600で、それに今年から歩合制というもの
を入れてもらってですね、あまり詳しくあれなんですが、たとえば売
り上げの一定額何％とかそういうのが、ボーナス代わりですね。で。
言える範囲で結構ですよ。
ボスが見ないという前提で。歩合制の分、去年よりは売り上げに敏感
になって、過払いの人とかありがたいなと思ってやっています。
ただ、過払金請求も最近は事件数が減ってきていませんか。
そうですね。
私は、給与形態が固定給をもらうという形です。一般民事は全部事務
所に入れるというかたちで、国選は全て個人的な収入です。これはど
こまでオープンにしていいものか…。
松井と比較していかがでしょうか。
ちょっと少ないかなっていう感じですね。たぶん同年代にしたら、一
般的なのかなという程度です。
私の場合は、固定給が月40万程あって、個人で受けた事件は35％～
50％を事務所に経費として入れるということになっています。
私の形態が一般的な形かどうかわかりませんが、事務所からの給料の
ほかに、個人受任は自由ということになっています。ただ、経費も入
れていますので、すべてもらえるということにはなりません。
☆弁護士になってよかったと思うこと
松井　ありがとうございました。つぎに、これまで弁護士として2年ないし
　　　3年間仕事をされて、「弁護士になって良かったな」と思えたような
　　　印象に残った事件がありましたら、教えて下さい。どなたからでも結
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　　　構です。
吉村　僕からいいですか。
松井　はい、お願いします。
吉村　少年事件がやっぱり忘れられないかなと思います。被疑者国選から受
　　　けて、最初の接見で少年がやってないって言ってたんですよ。それだ
　　　けだと本当の意味で否認事件か分からないんですけど、詳しく聞いて
　　　たら、本当にやってない、覚えが無いということだったんです。で、
　　　審判、少年審判っていう手続きがあるんですけども、それで争って、
　　　その少年がやってないって言った部分については、本当にやってない
　　　という認定をもらえたんですよ。そして少年院行くのかなって思って
　　　たんですけど、保護観察になって、写真とかもですね、手紙とかも送っ
　　　てくれて、もう本当にそれはやって良かったなということがありまし
　　　た。
松井　少年事件はいいですよね。大人の刑事事件では、自分の力では何もし
　　　てあげられないという人が少なからずいますけど、少年は違いますか
　　　らね。
吉村　変わるんですよね、はい。
松井　本当にそうですよね。
吉村　1ヶ月でだいたい手続きが終わるんですけど、もうその1ヶ月の間に
　　　もう3年分ぐらい変わります。それはもうやってて、ほんとにワクワ
　　　クします。
松井　木村先生、何かありませんでしょうか。
木村　私は、大人の刑事事件で強盗致傷罪の弁護をしたことです。ちょうど
　　　裁判員裁判がスタートしてすぐで、このままでは裁判員裁判になって
　　　しまうという状況でしたが、被告人と毎日のように接見して、被害者
　　　から示談書・嘆願書ももらい、窃盗と傷害で起訴されることになりま
　　　した。そして、結局、執行猶予がつき、判決の日に一緒にごはんを食
　　　べたことが、とてもうれしく印象に残っています。
松井　その被告人の方にも、北村先生の一・・一生懸命さが伝わったのでしょうね。
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　　　それに結果もついてきたのもうれしいですね。北尾先生はいかがです
　　　か。
北尾　そうですね、整理解雇の事案で、労働審判になった事件がありました。
　　　労働審判の申し立てするまでは、やっぱり仕事がない、収入がない状
　　　況で手続を進めることになりますから、当然ですが、依頼者の方っ
　　　ていうのはすごく必死なんですよね。それで、アポなしで事務所に来
　　　られて、話を聞き始めると、もう何時間も話を聞かなきゃいけないみ
　　　たいなこともありました。けれども、そういうことを経て労働審判で
　　　話がまとまって、給料の約1年分もらうことができました。その依頼
　　　者の方は、確か、育ち盛りのお子さんが3人いらっしゃって、結構高
　　　齢の方だったので、再就職もなかなか難しいという状況の中で、それ
　　　だけのお金を得ることができたんですね。終わった後の依頼者の方の
　　　ホッとされた顔を見て、すごく良かったなというのが印象に残ってい
　　　ます。
横山　そうですね、私もずっと少年付添人の登録はしていたんですが、今年
　　　初めて回ってきました。それがですね、年迫、年が追ると書いて年迫
　　　少年といってですね、あと10日で成人になるという事件だったんで
　　　すね。で、これはさすがに時間もないから、そのうち検察に送られて
　　　いって、それで起訴されちゃうだろうとか思ってたらですね、裁判所
　　　が、何とか少年審判を開いて、やってしまうということになってです
　　　ね、平日が審判まで4日ぐらいしかなくて、その間に弘前市から青森
　　　市にある鑑別所に2回面会に行って、就職先も確保したりですね、あ
　　　と両親にちゃんと審判廷に出てもらったりする段取りをつけてです
　　　ね、調査官意見っていうのが出るんですが、それなんか当日になっ
　　　てやっとでき上がってきたのをこちらが読んだり、そういう非常にド
　　　タバタした事件でして。で、その調査官の意見っていうのが、少年院
　　　送致が相当ってなってまして。少年事件では調査官の意見が優先され
　　　るっていうか、それがベースになるっていうので、これはまずいなと
　　　思ったんですが、保護観察でなんとか留まりまして、それは非常にやっ
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て良かったなと、やりがいがあったなと思ってます。
☆裁判員裁判の体験
松井　横山先生は、裁判員裁判の経験もおありと聞きました。お話しをお聞
　　　かせいただけますか。
横山　私は先々週に、裁判員裁判を主任弁護人でやりまして、それは去年の
　　　8月に放火で捕まった事件です。去年の8月に捕まって今年の5月に
　　　なってやるというですね、それだけ時間がかかったこと自体が非常に
　　　問題だと思うんですけれども。被告人は、統合失調症でして、自分の
　　　部屋の冷蔵庫の裏から女性の声で南無妙法蓮華経ってお経が聞こえる
　　　とか、そういう人でして。それで火をつけてしまえば聞こえなくなる
　　　だろうと思って火つけちゃったんです。それで、捕まってすぐ鑑定留
　　　置っていって、精神鑑定をしてですね、それで心身こう弱という結果
　　　が出ました。公判前整理手続きでは、検察も心身こう弱でいいと。弁
　　　護側も、普段一人で生活してる人なんで心身喪失まではいってないし、
　　　それは争えないだろうっていうので、こっちも心身こう弱でいいとい
　　　うことになりました。事実も争いはないので、裁判員裁判なのに何も
　　　争いがないという事件でした。それでもたとえば、心身こう弱ってこ
　　　こにいる人はそれだけでみんな分かると思うんですが、裁判員の人は
　　　心身こう弱なんて言葉を初めて聞く人ばかりだと思うんですね。なの
　　　で、それはどういう意味なのかとか、統合失調症とはどういう意味な
　　　のかとかですね、そういう言葉の説明から始めなければいけないって
　　　いうような、そういう意味で普通の刑事事件とは根本的に違うものだ
　　　なと感じました。それでパワーポイントなんかを使って、統合失調症
　　　とはこういうことですというふうに説明をしたりですね、あとはそう
　　　ですね、これまで使ってた証拠カードとか、甲何号証とかいう言葉も
　　　全然使わないで、一番の証拠はこうです、と言ってみたりですね、と
　　　にかく何から何まで違うので、通常の裁判よりも何倍も準備に時間が
　　　かかりました。執行猶予になったので、結論としては大変良かったと
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は思います。やっぱり裁判員裁判、騒がれてもいますし、今一番記憶
に鮮明と言いますか、はい。
たしか、つい先日の事件ですよね
そうですね。先々週です。
私も、8月に裁判員裁判の公判が決まっています。罪名は監禁、強制
わいせつ致傷で、否認事件です。否認事件で、合意の有無が争点とな
りました。また、責任能力や認めている傷害部分の自首の成否も争っ
ています。3名の弁護人で事件を担当していますが、率直な感想とし
ては非常に大変です。
香川の場合には、比較的若手の先生方が、裁判員裁判に積極的に取り
組まれているのですが、他県の状況はいかがでしょうか。
金沢も同じで、年配の先生方はやりたがらないので、主任弁護人をや
る弁護人名簿（A名簿）を作って、主に刑事弁護に熱心な先生方や若
手弁護士が登録しています。そして、主任弁護人を補佐する弁護人名
簿（B名簿）を作って、ベテランの先生方に登録してもらい、2人目
の弁護人になっていただくという方法をとり、なるべくベテランの先
生方にも参加していただくようにしています。
それは、経験のある先生方にも、裁判員裁判に引き込むのがねらいな
のでしょうか。
そのような意味も多分にあります。
熊本はいかがでしょうか。
熊本もですね、確かに複数で裁判員裁判受けることを前提に名簿を
作っていると聞いています。ただ、すいません、ちょっと私、県弁の
委員会じゃないので、どういうふうに割り振られているか分かりませ
ん。
裁判員裁判などは、地方では、担当する意思のある先生がそもそも少
数なので、やろうと思ったら何件でもできるような気がします。横山
先生が受任されたのは、どのような経緯だったのでしょうか。
そうですね、青森県っていうのは裁判員裁判担当の名簿っていうのが
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あって、それは弘前支部とか青森本庁とか支部ごとで分かれています。
私、最初、ちょっとやりたくないなと思っていたんですけれども、う
ちのボスにやれと言われて。うちのボスもちょっとフォローしますと、
ちゃんと名簿に入ってまして、そういう面倒くさいこともちゃんと引
き受ける人です。青森県は、そういうベテランの先生でも、裁判員裁
判とか、大変なのも積極的に引き受けるっていう人もそこそこいます
ので、上の先生でも何人も名簿に入っていらっしゃいます。で、うち
も基本的に複数選任でやっていこうっていう方針です。ただ、61期
と61期がペアになるとか、そういうことは避けるようですけれども。
そうですね、ある程度の上の先生か中間ぐらいの先生と若手の2人で
やってる感じです。ですので、1人で1年に何件もやるほど、人は足
りなくないです。2年に1回ぐらいやれば済むのかなぐらいで、なん
とかなっていると思います。
☆裁判員裁判以外の刑事事件の担当
松井　横山先生は、裁判員裁判以外も刑事は多く受任されているのですか。
横山　そうですね、私は年間20件くらいあります。2年半やっているので、
　　　私選も入れれば50件くらいですね。私選はですね、年に1、2件くら
　　　いしかないです。大きい事件は青森県のりんごジュースの産地偽装事
　　　件があったんですが、その私選が一番大きい事件ですね。あと少年は
　　　先ほど言った1件だけです。裁判員裁判も1件ですし。
松井　ほかの先生方は、刑事事件をどれぐらい受任されているのですか。
北尾私は、この前数えてみたら、今まで担当した刑事事件は、私選1件、
　　　国選11件です。少年事件も1件ですね。あとは、先ほどお話しました
　　　裁判員裁判が1件です。
木村　私もだいたい月1件くらいのペースで回ってきていて、今は2件抱え
　　　ています。ひとつは裁判員対象事件で現住建造物等放火既遂、もうひ
　　　とつは公然わいせつの否認事件です。
吉村　私は、刑事事件は年に10件ぐらいだと思うので、今までに30件ぐら
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　　　いだと思います。で、少年事件がだいたい3ヶ月に1回ぐらいはやっ
　　　てると思いますので、少年事件が10件ぐらいじゃないかなと、思い
　　　ます。
松井　それは多いですね。
吉村　多いですよね、はい。わりと受けてると思います。
松井　少年事件はどうしても受任してから1ヶ月ぐらいで審判を迎えてしま
　　　うので、その短い期間に、少年の環境調整や被害弁償と平行して、少
　　　年の反省を深めたりといった作業をするので、かなり業務としては大
　　　変だと思いますけど、いかがですか。
吉村　私はマンガとかゲームがすごく好きなので、それで助かってる部分が
　　　ありますね。すごい話が合います。ただ、あんまりなめられてもしょ
　　　うがないので、そこは気をつけて接するようにはしてますけど、第一
　　　歩はちょっとやりやすいかなと思います。
☆自分の弁護士としてのキャリア・イメージ
松井　皆さんには、これまでに取り組んでこられた仕事のお話しをお聞きし
　　　てきましたが、これからのご自身の弁護士としての将来像については
　　　どのようにお考えでしょうか。
横山　そうですね、まず医療訴訟を何件かやっております。私が取り付けた
　　　病院の顧問っていうのもあってですね、そこの顧問の病院の医療訴
　　　訟っていうのもひとつやったりしております。医療訴訟は医学知識が
　　　必要なので、はっきりいって大変です。たとえば、おばあちゃんがく
　　　も膜下出血で倒れたと。くも膜下出血を起こした場合、どういう処置
　　　をするのが正しいのかとか、その病院の処置はそれでよかったのかと
　　　か悪かったのかとか、医学知識が必要でして、本当大変なんですが、
　　　幸いうちは親族で医者がいますので聞いたりして、文献とかも取り寄
　　　せてもらったりとか、そういう環境があるので何とかできてるところ
　　　もあります。ただ、東京で専門に医療訴訟やってるところに比べたら
　　　素人みたいなものなんですけども。それでも今後もう少し医療訴訟が
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　　　できるようになれたらなっていうのはあります。
北尾　私は、事件の内容としては冒頭にも言ったように、当初いろんな事件
　　　がやりたいということで弁護士を始めたので、今後も扱っていく事件
　　　として、ここに特化したいというものはありません。ただ、離婚とか、
　　　親権とかそういう問題の相談は、やっぱり女性の弁護士をということ
　　　で依頼されることが多いので、家事事件のほうには詳しくなりたいな
　　　というのは思っています。後は、バリバリ仕事をするというよりは、
　　　今後例えば子供が産まれたときに、子育てをしながら仕事を長く続け
　　　られるような、仕事のやり方をしていけたらいいなというふうに、漠
　　　然と思っています。
木村　私は、先ほど申し上げたとおり、消費者問題にたまたま携わることが
　　　多かったので今後も取り組んでいきたいと思っています。未公開株詐
　　　欺や先物取引などの投資詐欺は消費者側にも若干儲けたいという下心
　　　はあると思います。しかし、詐欺をする方は巨悪だと思いますので、
　　　これからも消費者問題に携わって多くの消費者を救っていければと
　　　思っています。また、消費者問題は回収が難しいことが多いので、執
　　　行についても勉強していきたいと思っています。
松井　消費者被害は理解されないこともありますよね。被害者が身内から責
　　　められたりもします。お年寄りの被害者が、家族から「欲をだした自
　　　分が悪い」と責められることもありますね。
木村　そうですね。私が初めて個人で受けた事件が未公開株詐欺でした。こ
　　　の事件では、預金を凍結し、公示送達で本訴・執行を進めて、何とか
　　　全額回収できました。依頼者は、今までいくつも未公開株を買ったこ
　　　とがある人で、返金するときに、このお金を株に使うんだったら返さ
　　　ないよとまで言ったんですが、しばらくするとまた相談に来ました。
　　　そして、振込みの履歴を見るとちょうど返金したお金が騙取されたお
　　　金に回っていました。このときは儲けようと思ったあなたも悪いと思
　　　いましたが、騙す方は巨悪であり許せないと思い、熱意が湧いてきま
　　　した。
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松井　人間だから誰だってお金が大切だし、もっと儲けたいという気持ち
　　　だってある。そうした人間の、欲だとか、弱みなどに付け込んで不
　　　正な利益をあげるような業者は絶対許さないと。そういうスタンスで
　　　やっていきたい、そういう意味ですよね。
木村　はい。
松井　吉村先生はいかがでしょうか。
吉村　地方では、たぶん何でもできる弁護士が求められてるんじゃないか
　　　なって思うんですよね。でも、それってほんとに大変だなと思います
　　　ね。言葉ではいろいろやりますっては言うんですけど、もう、ほんと
　　　に大変なことなんだなって実感してるんです。でも、それでもし、余
　　　裕があるとすれば、ちょっとインターネットとかを使った、ほんと消
　　　費者被害とかもそうですけど、何かそういうのが、できたらいいなと。
　　　インターネットだと、地方とか都会とか、あんまり関係ない部分もあ
　　　るので。それに詳しくなれたら、自分の興味とも合致してるんで、い
　　　いかなというのはあります。
☆地方と大都市圏とのギャップは埋まっていく
松井　今後は、もっと地方と大都市圏とのギャップが、どんどん埋まってい
　　　くのかもしれませんね。
吉村　可能性はあるかなと思いますね、はい。
松井　横山先生にお聞きしたいんですけど、医療訴訟を受任されるときに、
　　　先ほどの先生のお話でも、東京で医療訴訟を専門的にやってる弁護団
　　　などと比べると、情報量なりスキルなりで、多少のギャップがあるか
　　　もしれないというお話があったかと思います。そうしたギャップを埋
　　　めるために、工夫されていることがありましたら、ご紹介いただけま
　　　すか。
横山　ううん、そうですね。まずは何よりも、協力してくれる医者を見つけ
　　　ることじゃないかと思いますね。特に患者側の場合は、お医者さんっ
　　　ていうのは医療訴訟をほんとに毛嫌いしておりますので、患者側に味
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　　　方に立ってくれる人っていうのは、あまりいないと思うんですよね。
　　　私はたまたま身内なので、何でも聞けるんですが。ただ、専門が違っ
　　　てくると、あまりわからないので、そうなると何とかして、協力して
　　　くれる専門医を見つけるしかないと思うんですね。専門医が協力して
　　　くれたら、文献とかも紹介してもらえるでしょうし、心強いとは思う
　　　んですけれども。ううん。そうですね。あとは事件数が違うと思うん
　　　ですね。東京で専門にやってるところは、毎年何十件とかやっている
　　　んでしょうから、嫌でも力が付くところがあるんでしょうけれど。こっ
　　　ちは刑事もやれば破産も離婚もっていう中で、医療訴訟をやっている
　　　ので、なかなか追いつくのは大変です。うん。やっぱり協力してくれ
　　　る医者を見つけるっていうのですかね。一番、そう思います。
松井　ほかの先生方で、都市圏で専門的な弁護活動をしている弁護士との情
　　　報格差などを埋めるために、工夫されてることはありますか。
吉村　メーリングリストで情報交換をしているっていうのは大きいかなと。
　　　あと、弁護士会が月に何回か、研修をしてるんですよね。日弁連がし
　　　てるのを、各単位会で流したりしてるので。それを見ることができる
　　　ときには、見るようにしてます。あとインターネットを使った研修と
　　　かもあるんで。見ることができるときは、なかなかそのようにできな
　　　いんですけど、興味あるときは見るようにしてます。
☆弁護士になることができてよかった
松井　そうですね。地方にいても、そういった手段である程度補うことは可
　　　能だと思います。ありがとうございました。先生方は、現在は、それ
　　　ぞれの地方でご活躍されているのですが、受験中は、一緒に苦労しな
　　　がら努力して合格したからこそ、今の活躍があることと思います。今
　　　振り返って、苦労して弁護士になった甲斐があったとお思いでしょう
　　　か、現在の心境をお聞かせいただければと思います。
横山　そうですね。私も現行試験からいうと、苦節10年で受かったんで。もっ
　　　と苦労した人もここにいますけど。なってみてですね、正直いうと、
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　　　思っていたよりも結構大変です。ばら色の人生というわけにはいかな
　　　いですね。荒木先生の時代はどうだったかわからないですけれど。今
　　　は人も増えてますから、競争社会にもなってますし、また、思った以
　　　上に責任が重いということを痛感しています。ストレスで帯状庖疹が
　　　出たり、胃かいようになったりとかですね、ちょこちょこ病気にもなっ
　　　たりしています。それでも責任持ってしっかりやっていくっていうの
　　　は、それはやりがいということでもあるでしょうし。頑張った分だけ、
　　　報われるっていう面もありますので、なって良かったなとは少なくと
　　　も思ってます。
松井　ありがとうございました。
北尾　私も、今、横山さんがおっしゃったとおり、司法試験の受験生活は、
　　　ほんとにつらかったです。ですが、あの辛さっていうのは、この弁護
　　　士生活へのつらさの入口に過ぎなかったんだなって思っています。弁
　　　護士になると、依頼者との関係もそうですし、初めての事件がもちろ
　　　んほとんどなので、色々調べたりしなきゃいけないですし、分からな
　　　いことも沢山あって、本当に大変です。ただやっぱり先ほどお話しし
　　　た通り、事件を終えた時、特にうまく行った時は本当によかったなと
　　　思います。こんな新人弁護士でも、離婚調停にただ一緒に付き添って
　　　行っただけでも、前に1人で調停に行ったときとは気持ちが全然違い
　　　ましたっていうふうに言ってもらえたり、債務整理の依頼者の方から、
　　　ありがとうございました、先生をイメージしてブローチを作りました
　　　というお手紙とブローチを頂いたことがあったりして、本当にやって
　　　いて良かったなというふうに思います。
木村　私は弁護士になれて、すごく良かったと思っています。この職業は、
　　　特に地方では色々な事件やることになるので、毎日のように新しいこ
　　　とに出会えて、日々自分がレベルアップしているような感じが持てま
　　　す。弁護士は、一生勉強ができて飽きない職業であると思いますし、
　　　なれて良かったと思っています。
吉村　私も同じですね。勉強すればそれができるっていうか、それに応えて
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くれるような仕事が来るんじゃないかと思ってるところがあります。
ただ、ロー・スクールのときとか、修習のときとかに、何か勉強にな
る仕事なのでっていうふうに聞いても、何かいまいちピンとこなくて。
だけどほんとなったら、ほんと勉強になるんですよね。勉強しないと、
ほんとに競争から外れる可能性も、僕はあると思うんですよね。この
事件勉強になったとか、そういう経験がないと、ほんとにこれからは、
ちょっと大変なことになるんじゃないかなと思うんですけども。それ
でも、ずっと勉強していける仕事だっていうのは、非常にいいかなと
思いますね。
☆ロー・スクール学生に向けたメッセージ
松井　ありがとうございました。最後になりますけれど、この会場にも、今
　　　年受験して結果を待ってる方もいらっしゃいますでしょうし、これか
　　　ら受検する方もいらっしゃると思うので、そうした受験生の方々に向
　　　けてメッセージを、いただけないでしょうか。吉村先生からお願いし
　　　ます。
吉村　私はほんとに運だけで、もう試験に受かったような、ずっと来たよう
　　　なものなので、あんまり大きなことは言えないんですけれども。ただ
　　　勉強してるときに、もっと手続きのことをイメージして勉強しとけば、
　　　もっと良かったなと。いろいろ法科大学院でも、それはメニューとし
　　　て用意されてると思うんですけど。もっともっと、たとえば自分がこ
　　　の人を訴えるときに、どうするんだろう、裁判所に行くだろう、訴状
　　　どうする、郵券を払うだろ、印紙はいくらだろう、それどうやって決
　　　めてるのだろう、そしたらどうやって正本って提出するんだろう、ど
　　　こに持っていくんだろう、出したらどうなるんだろうというところを、
　　　具体的にイメージしながらやったほうが、より良かったなと。もうほ
　　　んとに、あんまりそこまで考えてなかったので、もっともっとそこを
　　　イメージしながら勉強したなら良かったと思います。頑張ってくださ
　　　いo
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松井　手続は、法律や規則に全部書いてあるのですけれど、実際の進行をイ
　　　メージしながら読まないと、全然頭に入ってこないですからね。
吉村　ええ。イメージしてるつもりだったんですけど、全然イメージできて
　　　なかったんですよね。ただ、裁判所に行って、どうするだろうってい
　　　うことぐらいしか思ってなくて。もっともっと何か、たとえば、国選
　　　弁護人の選任についても、最初、法テラスからファックスが来て、そ
　　　のあとどうしてとかいうのを、具体的にイメージして勉強できると
　　　もっといいかなと思います。
松井　ありがとうございました。
木村　これから受験する方にですか。
松井　そうですね。
木村　私も手続きのイメージを持つこと大事だと思います。郵券などはさす
　　　がに短答にすら出ないと思うので、それは置いとくとしても。受験勉
　　　強はとても苦しいものですが、毎日続けていれば人間麻痺してきて、
　　　それが当たり前だと思えるようになります。1年間だけ自分を騙して、
　　　気合で頑張ってください。弁護士は魅力的な仕事なので、それだけ頑
　　　張る価値もあると思います。是非、頑張ってください。
北尾　私も、先のお2人が言ったとおり、実際弁護士になって、手続きは、
　　　ほんとに重要だなと思いますし、具体的にイメージして勉強しとけば
　　　良かったなという後悔が一番大きいです。
　　　　短答式試験を、振り返ってみると、手続きの問題って結構出ると思
　　　うんです。当時はこんな細かいこと…とかって思っていたんですけど、
　　　それって意味があって出題されていた問題なんだなっていうことを実
　　　感しています。試験勉強をしている時には、受かる受からないってい
　　　うレベルじゃなくて、自分が弁護士になったときに、ほんとに役に立
　　　つところに目を向けて勉強されることをお勧めしたいです。
横山そうですね。私も今、みんな言ったようなところがあると思います。
　　　なかなかモチベーションを保つのも大変だと思いますし、実際に手続
　　　きが大事なんていうのは、やってみて感じるものなので、やってない
ミニシンポジウム：地方での弁護士活動を語る
のに、大事さを感じるっていうのは非常に難しいことだと思うんです
よ。なので、できれば実際、裁判見にいってみるとかですね。あとは、
私たちのときにはなかったですけど、今はチューター制度ってやって
るわけですよね。なので実際身近に実務やってる人もいるでしょうか
ら、よくいろんなことを聞いてみるとかですね。私は、目的が試験に
受かることっていうような感じでやってて、予備校頼みみたいな勉強
をしていました。だからなかなか受からなかったのかもしれないです
けど。明日にでも自分が弁護士やれって言われたらできるんだってい
うくらいの気持ちでもって勉強をしてほしいと思うんですね。そうす
ると、自ずから何が必要なのかっていうこともある程度わかってくる
でしょうし、モチベーションもわくでしょうし、やりがいもあると思
うんですね。ですから、結論としてまとめると、みんなと同じで、民
事手続きなり刑事手続きを、自分が実際主体となってやっていくん
だっていう思いを、まず柱に据えてですね、それで勉強をやってほし
いなっていう思いがあります。
☆質疑・応答
松井　ありがとうございました。座談会としては、これで終わりにさせてい
　　　ただきます。引き続きまして、会場の皆様方から、パネリストの先生
　　　方に対して、質問でも意見でもございましたら、お願いします。挙手
　　　いただければマイクをお持ちいたします。
◆毎日の勤務時間について
質問者A　お聞きしていると、大変お忙しいようですが、毎日何時ぐらいま
　　　　　で仕事をしておられるのでしょうか。
横山 私は9時ちょっと前に出勤しています。弁護士のなかでは早いほ
うだと思うんですけど。うちの事務所で9時に打ち合わせがあり
ますので。そこからお昼は1時間ちょうど休みまして。7時から8
時のあいだに、最近は帰っています。前はもうちょっと遅かった
んですが、胃かいようになってから、さっさと帰るようにしてい
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ます。
私は、9時半から10時のあいだに出勤して、だいたいそうですね、
6時半から7時くらいに帰宅しています。
私は9時10分から20分の間に事務所に行って、帰る時間は、尋
問が近いとか、仮差しがあるとか、そういう急ぎの仕事がなけれ
ば、だいたい7時ぐらいには帰っています。
私はさっき遅いと言われたんですけど、だいたい10時か11時ぐ
らいのあいだには、行くようにしてるんですけど。夜は7時か8
時には、最近は帰ってます。ただ、1年ぐらい前までは、1時と
か2時とかに帰ってたので、ほんとにちょっと疲れてしまいまし
た。そこで、最近は、なるだけゆっくり仕事をするようにしてま
す、なるだけですね。体調崩したら意味がないので。
ありがとうございました。
ほかは、ございますか。
◆地方での利益相反問題と弁護士人口問題
質問者B　座ったまま失礼します。地方の先生方ですと、利益相反の問題が
　　　　ある程度生じる可能性があるのではと思っています。実際に法律
　　　　相談をやってみていて、たとえば、よくよく話を聞いてみたら、
　　　　　自分がその相談事案関係者の親類であるといった問題が生じるの
　　　　　ではないでしょうか。もし、ご経験があれば教えていただきたい
　　　　です。あるいはそういうのを解消するために、何か各単位会にて
　　　　取り組まれていることとかがあれば教えていただきたいです。こ
　　　　　れに加えもう1点お聞きしたいです。いわゆる債務整理を中心と
　　　　する、大きな事務所が、東京でもそうですが地方でも、テレビの
　　　　CMとかをバンバン打っている。これは事実としてあることです
　　　　が、それに対して、皆さんや弁護士会の方でどのように思われて
　　　　　いるのでしょうか。たとえば、縄張り意識があって、入ってくる
　　　　　なというようなご意見ですとか、あるいは、いやもう手一杯だか
　　　　　ら、もうどんどんやってほしい’というような見解なのか。もしそ
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うでないとの否定的な見解なのであれば、それに対して、何か取
り組まれていることとかがあれば、教えていただきたいなと思い
ます。
今の第一点、地方における利益相反の件ですが、いかがでしょう
か。
1点目ですけど、利益相反について、たとば単位会で何か取り組
んでるということはないです。ただ、ヒヤッとした経験は何度も
あります。ただ、もうわかったときに、即座に退場するしかない
ですね、もう。即座に、たとえば弁護士を交代するとか、辞任す
るとかしか、方法がないと思います。結構、事務員さんが気付く
ケースが多いです。はい、それはあります。2点目の債務整理の、
大きな事務所が地方でCMしてることについて。私はあんまりテ
レビを見ないので、そのCMが、大々的におこなわれてるという
ことについて、あんまり実感はないんですけど。でも、どうです
かね。私としては別に、弁護士の業務拡大という意味では、CM
したり、地域を拡大することは、そんなに悪いことじゃないんじゃ
ないかなと思います。ただ、面接とかがなかったりする場合がう
わさではあるようです。何かあるということがほんとなら、それ
は改善すればいいことなのかなとは思いますけど。
利益相反について、弁護士会としては何もやっていません。私自
身も利益相反になったことはありませんが、話をしていると共通
の知り合いが出てくることがままあり、狭い世界だとは感じます。
また、事務所内で利益相反にならないように、事件を受任すると
きは、ボス弁に利益相反がないか確認してから受任するようにし
ています。過払いの件について、個人的に思うところはありませ
んが、東京の事務所のCMに対抗する形で、金沢弁護士会もCM
をするようになりました。
利益相反の点について、金沢弁護士会の実情は今、木村君がお話
したとおりです。私自身、1つ経験したのは、離婚の原告代理人
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横山
になっていたら、被告が私の事務所の他の先生に受任してほしい
という依頼をしてきたということがありました。たまたま、その
電話を受けたときに、私が気がついて、お断りしてもらいました。
利益相反事例っていうのは、やはり都会ではないと思いますけど、
地方ではよくあります。ですから、私の事務所では、事務所会議
でどんな事件を扱っているかという情報を共有したり、事件簿を
作成して受任時に利益相反チェックをする体制をつくっている最
中です。過払いの件に関しては、先ほど木村君が話した通りです。
　私の個人的な意見としては、特別肯定的な意見も否定的な意見
も持っていません。ただ、自宅に入っていたチラシ等を見ると、
最近のそういう事務所は「金沢で出張相談を行います1」等と書
いてあることがあります。わざわざ遠くから出張して相談を受け
てもらえるのであれば、できれば、弁護士がかなりいる金沢では
なくて、弁護士数が圧倒的に少なく、私達がフォローしきれてい
ないと思われる地域（具体的には能登地方や加賀地方）に行って
もらえるといいんだけどなということは思っています。もちろん、
事件処理はきちんとしてもらう前提での話ですが。
利益相反ですが、しょっちゅうあります。それは今、北尾さんが
言ったように、うちのボスが失から相談受けたのを、私が妻から
相談受けたり、受けそうになったりっていうことは、弘前は8事
務所しかないので、しょっちゅうあります。最近あったのがです
ね、私が破産管財人やってまして、それでちょっと浪費のあるお
ばさんでして、高い服とか買っちゃうんですが、こんな高い服を
買っちゃダメじゃないかとか、かなり厳しく追及してたらですね、
次の週くらいに、うちのボスが市役所関係でやってる相談があり
まして、それの相談名簿にですね、そのおばさんが入ってまして、
相談内容が、破産管財人の言動がひどいことっていう、そういう
相談が入ってまして。何だこれ、これ横山くんかとか、ボスに笑
われて済んだんですけど。これはダメだなっていって、それも利
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益相反でしょうね。なので、うちでは、顧客リストとか作って、
利益相反起きないように気を付けています。ただ、あとで気付く
こともあって、あとで気付いた場合は、相談料から着手金から全
部、全額返して辞任なんで、はっきりいって向こうも迷惑でしょ
うけど、こっちも大損なので、なるべく早く気付くようにしてい
ます。会としては別に取り組みはしていません。大手事務所の件
なんですが、今、地方は人足りないので、県をまたいでやること
自体は、別に問題ないと思うんです。ただ、よくいわれてるのは
ですね、たとえば10件借りてて、5件過払いが出て、5件は債務
が残る。過払いっていうのは、比較的もうかる仕事なんですね、
簡単にいえば。過払いにならない仕事はもうからない仕事なんで
すね。そうするとですね、普通は債務整理っていうと全部やるん
ですけれども、過払いだけ、おいしい仕事だけやって、あとはや
らないでほったらかしにしとく。そういう事務所があるといわれ
てるんですね。債務の残る件だけ、地元の事務所に相談に来たと
かですね。そういう食い散らかし的なところがある。そういうの
は良くないんじゃないかと思います。また、過払いの報酬をです
ね、普通は1割5分、2割とかいう報酬を取るのですが、それを
そういう大きいところで、4割ぐらい取るところがあると。また
弁護士が1回も出てこないとか。事務員だけが対応して、弁護士
なんか顔も見たことないとか。そういうところもあるとも聞いて
います。県をまたぐこと自体が問題じゃなくて、そういういろい
ろな問題があるとは聞いています。よろしいでしょうか。
両方に共通することとして、地方単位に、それぞれの所属されて
いる単位弁護士会の人数が少ないことに起因していると思うので
す。そうなので就職に対してもっとアピールするとかの取り組み
をしたらとおもうのですが、特にはなされていないということで
すか。
ちょっとよくわかんなかった。
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それは、利益相反の問題ですね。
第1点目と2点目の両方についてです。
利益相反が多く生じるから、もっと人を増やせっていうことです
ね。
いや。増やせというか、増やしたほうがいいのではないかなとい
うことです。
ああ。そうですね。増やし方も難しいと思うんですね。いきなり
まったくの新規登録した人が来て、事務所を構えてやるというの
は、それはいろんな意味で大変だと思います。かといって、受け
入れる事務所もやっぱり少ないんですね。
利益相反が起きやすいのは、弁護士が少ないからなのでしょうが、
そういう地域は当然のことながら人ロも少ないということでしょ
うか。
人口自体はそんなに少なくはないと思うんですけれども。ただ、
弁護士が少ないと、利益相反は必ず生じてしまいます。たとえば
弁護士1人だったら、必ず利益相反になりますよね。その地域に
1人しかいなかったら。なので、独立した事務所がたくさんあれ
ばいいでしょうけれども、イソ弁採っても、その事務所のなかで
は利益相反の問題は、結局変わらないですよね。だから、なかな
かそう簡単にはいかないかなと思いますけど。どうですか。
地方で利益相反が起きないぐらい増やすっていうのは、あまり現
実的じゃないかなと思います。たとえば今の場合、熊本県の弁護
士を倍にしても、だとすると400人ぐらいになりますけど、でも
利益相反は起きるでしょうね。ですから、数をふやすことは、あ
まり現実的でないといえます。もう極端な話をいうと、事件の数
だけ弁護士がいるっていうふうにしないとだめです。そこまで
はっていう話だと思うんですけども。だから、あんまり弁護士の
数の少なさと利益相反とは確かに、一面あると思うんですけど、
あんまり個人的には関連性がないのかなと思います。過払いの件
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については、確かに少ないから、だからもっと地方も努力をして
いかないといけないかなと、私は思ってるんですけどね。より近
いっていうことをアピールして、サービスの内容とかも、もっと
充実させなければいけないと思ってます。
債務整理などの事件を地方の弁護士が断ってるいるというより
も、その地域の市民にとって地元の弁護士へのアクセスが良くな
いということではないでしょうか。知り合いの弁護士はいないし、
なんとなく敷居が高いし、という状況で、テレビコマーシャルな
どで弁護士から近づいていけば、「それなら、ここに頼んでみよ
うか」と思う。結局、依頼者にとって、宣伝をやっている弁護士
の方がアクセスがいいということなのだと思います。つまり弁護
士の人数の問題だけではない気がします。
はい。ありがとうございました。まとまりのない質問で失礼しま
した。
他にはありませんでしょうか。後ろの方で、挙手された方います
ね。お願いします。
◆地方では弁護士採用の余裕はあるのではないか、ロー・スクールの支援は
質問者C　よろしいですか。ありがとうございます。私は、東京で弁護士を
　　　　　しています。先ほどの質問とも関連しますが、実際問題、皆さん
　　　　　は、弁護士が足りないと思われてるのか、それとも、いやもうい
　　　　　らないって思われてるか、どっちなのかということについてすご
　　　　　く聞きたいです。実際、私、東京で弁護士をやっていて、たとえ
　　　　　ば国選の名簿で回ってくるのだって、年に2回くらいというレベ
　　　　　ルなのですよ。法律相談も、たぶん年に2回とか3回とかそうい
　　　　　うレベルです。このように、東京では結構弁護士が溢れているの
　　　　　ですよね。ところが、地方では、確かに就職難とか何とかっていっ
　　　　　て、採りきれないとか何とかっておっしゃる方が結構いるけれど
　　　　　も、いや、実際若手弁護士まですごく忙しくしているのではない
　　　　　かということが多分にある。そうであったら、まだまだ採用する
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余地がある。おそらく、若手弁護士は、手が足りないって思って
いるんじゃないか。これが僕の個人的な見解なんですけど。それ
はそうだと思われるかどうかということです。それについては、
たとえば即独支援の体制を弁護士会で取っておられるのでした
ら、それについて、ぜひ伺いたいと思います。それが1点目です。
次に、皆さんロー・スクール出身の弁護士ということで、地方に
行かれているわけですけど、地方で、ロー・スクール出身の弁護
士って、新人しかいないわけですが、どう思われてるのかといこ
とが気になっています。たとえば皆さんのなかで、金沢にもあり、
熊本にもあると思いますけど、ロー・スクールに対して、どんな
支援をしているのか。先生方は、特に、ロー・スクール出身だと
いうことで重宝されていると思うのですけど、どんなことをやっ
ていらっしゃるのか、お聞きしたいです。これ2点目です。さら
に、皆さんロー・スクールで生活していらっしゃったわけですか
ら、生活上、こういうことがあるのだというのを参考にするため
に、ぜひとも木村先生と北尾先生の馴れ初めを聞きたいなと思い
ます。これが3点目です。お答えいただきにくいことがあったら
申し訳ありませんが、よろしくお願いします。
それでは馴れ初めからお願いします。
馴れ初めは、横山さんが一番よく知っています。
横山先生、馴れ初めを説明してあげてください。代理人として。
まず、忘れないうちに、1番目と2番目だけお答えするのがよい
かと思います。
そうですね、お願いします。
足りないって思うのが、たとえば、たとえば国選だけしてみれば、
それは足りないかもしれないですけど。たとえばほかに国選、も
ちろん国選だけじゃないので、たとえば、一般民事事件とか、相
続とか、交通事故とかですね。それを考えたときに、足りないかっ
ていうと、そうでもないんじゃないかなと思うんですよね。もう
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結構ぎりぎりまできてるんじゃないかなとは、思うことはありま
す。ただ会務、たとえば何々委員会とかですね。その辺のなり手は、
確かに足りないかなと思うこともありますし。ただ国選が多いか
ら足りないとかですね、多すぎるとか、そういうことではちょっ
と言えないんですけど。今の印象としては、総体的に見ると、も
う結構弁護士の数って必要な数いるんじゃないかと。熊本に関し
ていえばですね、と、私はちょっと思ってます。2番目何でしたっ
け。
ロー・スクールでの支援活動です。
熊本大学ロー・スクールに対して、弁護士会から、実務家教員を
派遣しています。
弁護士の数についてですが、私自身は足りないとは感じません。
しかし、金沢に関して言えば、まだゆとりはあるのかと思ってい
ます。ロー・スクール支援に関しては、ロースクール支援委員会
も入ってることもあって、年に2、3回自習支援を行っています。
また、ロースクールのカリキュラムに学生による法律相談がある
ため、立ち会うこともあります。他にも、エクスターンの受け入
れも行っています。
私もさっき吉村さんがおっしゃったとおり、例えば国選でいうと、
1ヶ月に1回ぐらい回ってきますし、一時期、立て続けに国選が
来た時期があって、5、6件持ってる時期があったんですね。そ
の時は、本当に大変で、毎日警察署にばっかり行ってるみたいな
日々がありました。ただ、ほかの民事事件とかのバランスを見る
と、私は足りないというふうには感じないですね。むしろ、例え
ば金沢弁護士会といっても、石川県内に均等に散らばってるわけ
じゃない点の方が問題だと思っています。石川県の地図を思い描
いて頂くと分かりやすいのですが、先端の方（能登地方）ってい
うのは、輪島に2名、七尾（輪島の少し下）に3名しか弁護士が
いません。そういう意味では、弁護士数自体は十分かもしれない
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けれども、弁護士がどこにいるかっていうことのほうが、重要な
んじゃないのかなというふうに思っています。ですから、特に能
登地方は高齢者の方の多い地域ですから、能登地方にもう少し弁
護士が増えてアクセスしやすい環境になるといいなというのは個
人的に思っています。あと、ロー・スクールの関係は、先ほど木
村君が言ったとおり、年に2、3回、金沢大学のロー一．・スクール
で実習支援を行っています。具体的には、各自解いた問題の解答
を添削して解説するということをやっています。余談ですが、他
の大学院に行って感じることは、学習院のロー・スクールの皆さ
んは、教授陣にもすごく恵まれてますし、設備面等でも恵まれて
るなということです。
まず、人が足りているか、足りていないかでいいますと、今、石
川県の話が出たように、青森県もかなり大きい県でして。私のい
る弘前は、今14、実動12人くらいなので、そんなに足りなくてしょ
うがないっていうようなことはないと思います。一時期、私は刑
事事件9件っていうのがありました。同じ弘前署で、はい次、は
い次って、どんどん3～4人接見したりとかそういうこともあっ
たんですけれども。今は2件か3件くらいで落ち着いています。
他方、下北半島なんかはですね、今はひまわり事務所の1人だけ
です。やっぱり、1人じゃ足りないんじゃないかなと。あとは三
沢、十和田という地域なんかは、1人、2人ずつしかいないです。
過疎地域にはかなり人が少ないかなっていうのはあります。本庁
は、そこそこ足りてるといえば足りてる。都会ほどあふれてると
は、到底言えないと思いますが、足りなくてしょうがないという
ような状況ではないと思います。2つ目ですが、うちの近所には
ロー・スクールはありません。3つ目ですが。
この後の懇親会で披露していただきましょう。
すみません。熊本、必要な数いるんじゃないかという話をしまし
たけど、ただ、弁護士自体が、需要を創出できてないって感じる
ミニシンポジウム：地方での弁護士活動を語る
ときはあるんですよね。ほんとに、たとえば相続で困ってる高齢
者の方とかに、直接会いに行って話を聞いてあげれば、それは仕
事どんどん出ると思うんですよ。そういう努力を、弁護士会がし
てないっていうのは思います。自分がやらなきゃいけないんです
けど、ほんとはですね。ただ、それはちょっと時間、時間がない
というかですね、やれてないっていうので、ちょっと努力不足の
ところがあって、新人の方がなかなか就職できないとすれば、そ
れはちょっと私たちの責任でもあるのかなと思いますね。たとえ
ば、税理士さんが法律相談を、中小企業の法律相談を、代わりを
してるっていうところもあったりしますので。そこからどうやっ
て弁護士に持ってくるかっていうのを、これからたぶん考えない
といけないのかなと。そうすれば、もっともっとたぶん熊本にも
弁護士が必要になってくると思いますので、そこはちょっと、反
省すべき点なのかなと思いますね。
◆即独支援
諮問者C
吉村
??????
質問者C
即独支援なんかはやってるのですか。
今、熊本、単位会としては即独支援は、恐らくやってないと思い
ます。というより、即独者が、今まで出てないと思います。
今までは、即独はなかったのですか。
ないです。
金沢もここ10年ほど即独はいないと思います。以前、研修委員
会の全国集会で即独支援がテーマになっていましたが、即独支援
を行っている単位会はほとんどありませんでした。福井では即独
弁護士が多くて、裁判所から弁護士会にちゃんと教育するように
クレームがあったと聞いています。私自身、はじめはほとんどボ
ス弁に教えてもらっていましたから、即独支援の必要性は感じて
います。ただ、できれば条件が多少悪くてもどこかへ就職された
方が将来のためになると思います。
ありがとうございます。
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松井　　　ほかにございませんか。はい、どうぞ。
◆司法試験受験の苦しみの克服法について
質問者D　今年初めて試験受けました5期既習生です。よろしくお願いしま
　　　　す。受験中の話なのですけれども、もういいそ、こんな苦しい思
　　　　いをするんだったら、もう司法試験なんかやめてやる、ふざけん
　　　　な司法試験と実感しました。たぶん、これは今年受験したすべて
　　　　の人の声を代表していると思うんですけど、もうこんなのどうで
　　　　　もいいと思ったときはありますか。もし、それを克服したのであ
　　　　れば、どのようにして克服したのかを教えていただきたいんです
　　　　が。
吉村
吉村
質問者D
吉村
木村
北尾
あまりショッキングなことは言いたくないんですけど、たぶん
なったあとのほうがつらいんじゃないかなと。
（会場から拍手）
いや。拍手するところじゃないですよ。拍手するところじゃない
ですけど。ただ、試験確かにきつかったです。それは勉強中って
いうことですか。
そうですね。受験中ということですね。
ああ。カラオケにたまに行って、克服してました、私は。
私は、もう辛い、もうやりたくないと思うくらいできたのであれ
ば十分かと思います。それで結果がついてくれば大成功です。こ
れから発表まで数ヶ月あるので、それまでは試験から離れてリフ
レッシュしたらいいと思います。そうすれば、万が一の事があっ
てもやり直せるんだと思います。
私がほんとにつらいと思ったのは、1回目の合格発表の日ですね。
番号がなくて、ああ、もう1年弱、受験勉強が続くのかと思った
時の絶望感みたいなものがすごく強くて、その時点で、もうやめ
ようかなって思いました。その時は、木村君も一緒でしたから、
何とか引っ張ってもらいながら勉強していったというのもありま
すし、他にも同じ自習室で一一緒に勉強する友人たちが沢山いまし
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たから、話をしたり、一緒に勉強したりということで、心を持ち
直して、最後2回目の試験まで、持っていくことができました。
私は10年やりましたが、毎年毎年、こんなのはもう嫌だと。落
ちたときはやっぱり思ってましたね。また、またやんなきゃダメ
なのかっていうのを、毎年毎年思ってたんですが。ただ、やれば
できるもので、なりたいという気持ちがあれば、また頑張れる。
また頑張れるって、すみません、変なことを言いましたが。必ず
頑張れると、受かるまで頑張れると思います。私も受かりました
し、もっとかかった松井先生も受かりましたし。今、北尾さんが
言ったみたいに、苦労を共にできる仲間っていうのも、非常に大
事なんじゃないかと思います。修行じゃないので、1人でこもっ
てやってるっていうのは、あんまり良くないことだと思います。
ただ、ダラダラ、何かゼミらしきことをやってるのもよくないで
すが。いろんなやり方があると思いますが、励まし合って、切磋
琢磨して助け合ってっていう、戦友みたいな、そういう仲間がい
て、一緒にやっていけるっていうのは、非常に重要じゃないかな
と思います。そういう意味では、私は学習院では、仲間に恵まれ
ました。また現行試験受けているときから一緒に頑張ってきた仲
間で、受かったっていう人もいますし、その人とはいまだにうち
に遊びに来たりとかいう仲です。
私も受験時代は、もうほんとにつらくて。受験のことを話し出す
と、今でも涙がでそうになります。ほんとうに。ただ、合格した
人は、みんなそういう経験をしています。おそらく皆さん、どこ
かのタイミングで、もうやめようとか、もう無理だとか、諦めそ
うになったりする気持ちを、抱えていたのではないでしょうか。
でも、みんなそれを乗り切って、試験に合格していったのだと思
います。きっとものすごくつらかった。今回の試験はつらかった
かもしれません。ただ、今日、こうやって来られてること自体で
すね、かなりまだ余力はあるようにも感じます。もっともっとね、
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質問者D
松井
質問者E
横山
木村
吉村
もっと頑張れるのではないですか。まだまだ余裕があると思いま
す。どうか頑張っていってください。
次回、頑張ります。
はい。ほかにご質問はありませんか。どうぞ。
今の質問者と同じ期の者で。今日は遠いところからお越しいただ
いて、どうもありがとうございます。1点だけ聞きたいことがあ
ります。東京で生まれて、東京で育って、でも最初の就職地が地
方っていう先生は、いらっしゃるのでしょうか。といいますのは、
横山先生は、弘前市が出身ってことで。北尾、木村先生も金沢と
埼玉。吉村先生も熊本っていうことだったのですけれども。その
点がちょっと気になりましたので、お聞きしたいと思います。
じゃあ、取りあえず、私はそういう人ではないので気持ち自体わ
かんないですけど、客観的なこと言いますと、最近のですね、青
森県の新規登録の方は、県外出身の人が半分以上を占めています。
県外出身だからやっていけないっていう人は、1人もいません。
それは地方でやるということ自体は、気持ちの問題で、やってい
けないってことはまったくないので、そういう心配はされなくて
も大丈夫だと思います。
金沢でも、県外出身の方っていうのはたくさんいらっしゃいます
し、現に私もそうで、何とか1年半はうまくやってきています。
あと、もし地方でやろうという気持ちがあるのであれば、修習の
希望先を就職したい地方にしておいた方がいいと思います。そこ
で修習できれば、スムーズに就職活動もできますし、そのあとの
弁護士活動もやりやすいと思います。
東京出身で熊本っていう人はちょっと聞いたことはないんですけ
ども。集団訴訟の関係から、縁はないけど、弁護士活動するため
に来たっていう人は、聞いています。それとは関係ないのですが、
私の事務所の後輩は北海道出身です。熊本には何の縁もなかった
んですけども、今年、修習地が熊本っていうことで縁があって入
42
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質問者E
松井
質問者C
松井
質問者C
所しました。だからそうですね、就職希望地を修習希望地にした
ほうが、今はいいのかもしれないなと思っています。前はいろん
なところを経験するためにも、別の都市のほうがいいんじゃない
かといわれてたこともあるんですけど。今はひょっとしたら有利
なのかもしれないかなと。
私も東京出身で、今香川にいます。
そうですか。香川ですか。
私は、1年間東京で弁護士をして、その後は香川県の高松で弁護
士をしています。今後は、そのまま高松で仕事しようと思ってい
ます。高松で続けることに特に何の支障も感じません。むしろ、
地方のほうが性に合ってるなと思うぐらいです。幸い家族もすっ
かり高松が気に入っていますし。このままずっと高松に住んでも
いいかな、というような気持ちになってます。仕事するうえでも、
特に不利益を感じるようなこともないです。肌が合えばきっと、
住めば都です、ほんとうに。ご質問の答えになっていますでしょ
うか。
はい。ありがとうございました。
ほかにございますか。
ちょっと、今の話に関連していいですか。
はい。どうぞ。
今の話は、最初に就職するところが地方っていう話で。今、前で
話されてる方々も、みんなそうなんですけど。たとえばさっき、
これからはちゃんと勉強していかないと、競争に敗れるっていう
話があったと思うんですけど。東京で最初やっていて、競争に敗
れて、平たく言えば都落ちしたいという場合に、地方に入りたい
ですっていうことになっていった場合、やっぱり地方の人たちっ
ていうのは、何ていうか、拒否反応っていうか。最初からこの地
域がいいですって言ったわけじゃなくて、おまえは東京でダメ
だった人なんでしょっていう扱いを受けたりすることはあるのか
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松井
横山
なと。そういうことが聞きたいんですけども。
何年か東京で弁護士をやって、それから地方に来るという人はい
ますけれど、それだからといって、特になにか特別視されること
はないと思います。
おれは東京でやってたんだそって、いばってたら嫌われるかもし
れないですけど。そうじゃなければ別に。ええ。ここが好きで来
ましたって言ったら、それはもう大歓迎だと思いますけど。
◆地方でのデメリットはあるのか
質問者F　5期既習の者です。今日は、地方で仕事をされることのメリット
　　　　　のような話をしていただくという趣旨だとは思うんですけれど
　　　　　も、先生方、地方で仕事をしていて、それがマイナスだなって感
　　　　　じられることとか、何かデメリットと感じられる点があるのか、
　　　　　あるとしたらどのようなことかというのを、ぜひ教えていただき
　　　　　たいんですけれども。
吉村
木村
北尾
友だちがいないことですかね。弁護士の友だちはいるんですけど、
大学とかロー・スクールの友だちがいないので、非常に寂しいと
思うときがあります。仕事の面で、あまりデメリットを感じるこ
とはないですけど。
私は、買物に行っても誰かに会い、打ちっぱなし行っても誰かに
会うという世間の狭さが気になります。いつも誰かに見られてい
るなと感じることはデメリットかもしれません。
私も仕事の面で、特にデメリットっていうのは感じないです。た
だ、同期も3人しかいませんし、そのうち一人は主人ですし。同
期ならではの愚痴みたいなものを、やっぱりもうちょっといろん
な人と言いたいなみたいなところがありますね。私生活の面では、
私は出身地ですが、小中高の仲の良い友人なんかも東京や関西地
方にいる人の方が多いので、友達があんまりいないというところ
が、ちょっと残念だなと思っています。あとは、お買物がすごく
好きなんですけど、地方では買えないものなんかがあったりする
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ところも、ちょっと残念です。
そうですね。私もだいたい同じで、大学から東京に出て、15年
東京にいたので、それで急に戻ったので、友だちがいないことで
すかね。あと、ここはただ4人並んでるだけじゃなくて、非常に
仲も良かったんですが、見事に地方にばらけてですね、なかなか
会えないというところもありますね。でも、私は、仲間つくって
どこか遊びに行ってとか、そういうのは苦手なほうじゃないので、
それなりにやってます。一応、弁護士として困るのは、専門書が
買えないというのはあります。一応、紀伊国屋は弘前市にあるん
ですけれども、法律書コーナーが全然充実してませんで、弁護士
協同組合っていうのから毎週パンフレットみたいなものが来て、
それで買ったり。あとインターネットで、いくらでも今どき、何
でも買えるといえば買えるんでしょうけど、実際手に取って見れ
ないっていうのは、非常に大きなデメリットだと思います。その
点、たとえば今日みたいに、東京に出てきたときに、本屋に行っ
て買ったりとか、それで補ったりはしてます。あとは、そうですね。
生活面は、私は実家の裏のアパートに住んでいるので、飯とか実
家で食ってますので、別に困ることもないです。ううん。そうで
すね。あと、同期の60期があとから入ってきた人も含めて11人
いてですね、メーリング・リストでやり取りしたり、忘年会やっ
たり、温泉旅行行ったりとかやって、同期ならではのボスの悪口
とか、そういうあまり言えないこと、悩みとかを、何でも話せるっ
ていうメンバーがいるので、その辺は、これメリットになっちゃっ
てますね。すみません。
弁護士会費は高いですよね。
ええ。
会務が多いということもありますね。おそらく全国の地方単位会、
小規模単位会では共通の問題だと思いますけど。あとは、都会に
比べれば人間関係は濃いですね。良くも悪くも。弁護士会の申に
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質問者F
いると、何だか一つの会社にいるような意識にとらわれることが
あります。そういうのが嫌な人は嫌かもしれません。ただ、私は
むしろ、好きなので苦にならないです。
村社会的なところもありますね。
そうですね。
だからそういうのが嫌だと、ちょっと馴染めないかもしれません
ね。
人間関係で悩んでいる人もいますよね。
そうですね。
あの人とはもう口を聞かないと宣言している人がいたりもします
ね。
ありがとうございました。
◆地方の独身弁護士について
松井
横山
????????
個人的に最後の質問なんですけど。地方の独身弁護士はよくもて
るっていう話を聞くのですが、それは事実なのでしょうか。
お見合いの話がどんどん来るとかいうことも、あんまりないです
けど。でもたまに来ます。
そうですか。
はい。でも、まだうまくいってないですけども。
吉村先生はいかがですか。
仕事を持ってるというのを条件にしてる女性が多いなかで、その
第一関門は突破できてるのかなと。ただそれ以上のメリットを、
あまり感じたことは、私はないです。
☆閉会
松井　それでは、長い時間、ありがとうございました。
戸松　皆さん、ほんとにありがとうございました。司会の松井さん、ありが
　　　とうございました。大変うまく進行し、有意義な会となりました。企
　　　画した甲斐があったと満足した気持ちでいっぱいです。このあとは、
　　　　　　　　　　　　ミニシンボジウム：地］J’での弁護1r活動を語る
会場を移して、懇親の会にいたします。最後に、パネラーの皆さんに
拍手で感謝の気持ちを伝えたいと思います，，（拍了㍉
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